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科
目
別
振
り
返
り
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理
科
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過去問で得点力磨く

２
０
２
０
年
度
入
試
で
理
科

の
平
均
点
は

・
６
点
と
、
前

年
度
の

・
７
点
を
５
・
９
点

上
回
っ
た
。
５
教
科
で
最
も
高

い
水
準
で
あ
り
、
唯
一
、
難
易

度
が
下
が
っ
た
教
科
で
も
あ
っ

た
。
定
期
テ
ス
ト
レ
ベ
ル
の
問

題
が
多
い
印
象
で
、
過
去
問
対

策
を
し
て
き
た
受
験
生
は
解
き

や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

大
問
別
に
み
る
と
、
第
１
問

で
は
生
物
・
化
学
・
物
理
・
地

学
の
４
分
野
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

出
題
さ
れ
た
。
用
語
を
答
え
る

基
礎
的
な
知
識
の
ほ
か
、
実
験

手
順
の
理
由
説
明
や
計
算
問
題

も
出
さ
れ
た
。
配
点
は

点
と

最
も
大
き
く
、
こ
こ
で
ミ
ス
な

く
得
点
で
き
た
か
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
た
。

第
２
問
は
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
と
塩
酸
の
中
和
に
関
す
る
問

題
。
ビ
ー
カ
ー
内
の
溶
液
に
含

ま
れ
る
イ
オ
ン
の
数
に
関
す
る

問
題
が
や
や
難
し
か
っ
た
が
、

そ
れ
以
外
は
定
期
テ
ス
ト
で
も

よ
く
出
題
さ
れ
る
設
問
で
、
比

較
的
易
し
か
っ
た
。

第
３
問
は
月
と
オ
リ
オ
ン
座

の
観
察
に
関
す
る
天
体
の
問

題
。
こ
の
単
元
が
苦
手
な
受
験

生
は
多
い
が
、
設
問
自
体
は
よ

く
見
ら
れ
る
タ
イ
プ
。
類
題
を

多
く
解
く
な
ど
し
て
し
っ
か
り

対
策
を
す
れ
ば
、
十
分
に
対
応

で
き
た
。

第
４
問
は
植
物
の
葉
の
働
き

が
出
題
さ
れ
、
気
孔
の
分
布
や

蒸
散
量
に
つ
い
て
の
知
識
と
と

も
に
、
対
照
実
験
を
通
し
て
思

考
力
や
考
察
力
が
試
さ
れ
た
。

標
準
レ
ベ
ル
の
難
易
度
だ
っ
た

が
、
計
算
問
題
が
２
問
あ
り
、

問
題
文
や
表
か
ら
重
要
な
情
報

を
読
み
解
く
力
が
求
め
ら
れ

た
。
ほ
か
の
分
野
に
も
言
え
る

が
、
実
験
の
目
的
や
手
順
、
器

具
の
名
称
や
結
果
に
対
す
る
一

連
の
流
れ
を
つ
か
む
こ
と
が
理

科
攻
略
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。

第
５
問
は
電
流
が
磁
界
か
ら

受
け
る
力
に
関
す
る
問
題
だ
っ

た
。
電
流
と
磁
界
、
直
列
回
路

と
並
列
回
路
に
お
け
る
抵
抗
値

の
大
小
に
加
え
、
力
学
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
知
識
も
一
部
必
要
と

な
り
、
や
や
難
し
く
感
じ
た
受

験
生
も
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
応
す

る
に
は
、
単
元
を
ま
た
い
だ
知

識
・
理
解
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
重
要
に
な
る
。
問
題
集
や

入
試
の
過
去
問
演
習
な
ど
を
通

し
て
得
点
力
を
磨
い
て
ほ
し

い
。

（
家
庭
教
師
の
ト
ラ
イ
・
阿
部

正
純
教
育
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

答えは 日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹
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問 題

香
ほん

港
こん

は長
なが

い間
あいだ

イギリスの植
しょく

民
みん

地
ち

で、1997年
ねん

に中
ちゅう

国
ごく

に返
へん

還
かん

されました。その際
さい

、以
い

後
ご

年間
かん

の自
じ

治
ち

が認
みと

められまし

たが、中国は今
こん

回
かい

、反
はん

政
せい

府
ふ

活
かつ

動
どう

などを禁
きん

じる「香港国
こっ

家
か

安
あん

全
ぜん

維
い

持
じ

法
ほう

」を制
せい

定
てい

しました。

①楊
ヤン

逸
イー

さんは「香港の自
じ

由
ゆう

は『希
き

望
ぼう

』です」と言
い

っていま

すが、中国の作
さっ

家
か

たちが願
ねが

ってきたのはどんなことですか。

（ ）

②香港国家安全維持法の成
せい

立
りつ

により、どんなことが懸
け

念
ねん

さ

れるでしょうか。

（ ）

（中学生・高校生／朝の会前の ～ 分）

６
月

日
、
中
国
の
全

ぜ
ん

国
こ
く

人
じ
ん

民
み
ん

代
だ
い

表
ひ
ょ
う

大た
い

会
か
い

常
じ
ょ
う

務
む

委
い

員
い
ん

会
か
い

で
こ
の
法

ほ
う

案
あ
ん

が
可

か

決
け
つ

さ
れ
ま
し
た
。
新

し
ん

型
が
た

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

か
ん

係
け
い

の
ニ
ュ
ー
ス

ば
か
り
が
気

き

に
な
る
毎

ま
い

日
に
ち

で
し
た

が
、
日

に

本
ほ
ん

と
香
港
と
の
関

か
か

わ
り
を

考
か
ん
が

え
る
と
、
外

が
い

国
こ
く

の
出

で

来
き

事
ご
と

だ
か

ら
と
見

み

過
す

ご
し
て
い
い
問

も
ん

題
だ
い

で
は

な
い
と
思

お
も

い
ま
す
。
子

こ

ど
も
た
ち

に
は
世

せ

界
か
い

の
情

じ
ょ
う

勢せ
い

に
も
興

き
ょ
う

味み

を
持

も

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
日
本
新

し
ん

聞
ぶ
ん

協
き
ょ
う

会
か
い

Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
仙

せ
ん

台
だ
い

市
し

高
た
か

森
も
り

中
教

き
ょ
う

諭ゆ

木
き
の

下
し
た

晴
は
る

子
こ

）

（
２
０
２
０
年
７
月
１
日
朝
刊
）
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∪ 防護服とフェースシールドを試着する大山会長

（中央）ら

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
大
手
の
モ

ン
ベ
ル
（
大
阪
市
）
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て

防
護
服
５
０
０
枚
と
フ
ェ
ー
ス

シ
ー
ル
ド
１
０
０
枚
を
加
美
町

と
加
美
郡
医
師
会
（
大
山
匡
会

長
）
に
寄
贈
し
た
。

モ
ン
ベ
ル
は
ア
ウ
ト
ド
ア
用

品
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
防

護
服
６
万
２
０
０
０
着
と
フ
ェ

ー
ス
シ
ー
ル
ド
４
万
５
０
０
０

枚
を
製
造
し
、
全
国
１
２
２
の

医
療
機
関
な
ど
に
届
け
て
い

る
。
町
は
同
社
と
地
域
活
性
化

包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
縁
で
寄

贈
を
受
け
た
。

町
役
場
で
６
月

日
に
あ
っ

た
寄
贈
式
で
、
大
山
会
長
は
防

護
服
と
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
を

試
着
。
「
マ
ス
ク
は
手
に
入
る

が
、
防
護
服
は
入
手
で
き
て
い

な
い
。
代
用
の
雨
が
っ
ぱ
は
暑

く
て
動
き
に
く
い
。
本
当
に
あ

り
が
た
い
」
と
感
謝
し
た
。
猪

股
洋
文
町
長
は
「
第
２
波
に
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
防
災

訓
練
な
ど
で
活
用
し
た
い
」
と

お
礼
を
述
べ
た
。

モ
ン
ベ
ル
の
辰
野
勇
会
長
は

大
阪
か
ら
リ
モ
ー
ト
で
式
に
参

加
。
「
防
護
服
が
な
い
と
い
う

現
場
の
声
か
ら
自
社
で
製
造
し

た
。
避
難
所
の
感
染
防
止
に
役

立
つ
シ
ェ
ル
タ
ー
も
開
発
中

だ
」
と
災
害
対
応
へ
の
協
力
に

も
意
欲
を
示
し
た
。

保
科
会
長
（
左
か
ら
２
人
目
）
か
ら

体
温
計
を
受
け
取
る
大
友
市
長

感
染
防
止
対
策
に

角
田
市
へ
体
温
計

市
管
工
会
寄
贈

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
役
立
て
て
も
ら

お
う
と
、
角
田
市
内
の
管
工

事
業
者
で
つ
く
る
市
管
工
会

は
３
日
、
非
接
触
型
体
温
計

点
を
市
に
寄
贈
し
た
。
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
で
体
温
を
計
測

で
き
る
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
１

台
も
寄
付
す
る
予
定
。
学
校
な

ど
の
公
共
施
設
で
活
用
さ
れ

る
。保

科
剛
広
会
長
ら
が
市
役
所

を
訪
れ
た
。
受
け
取
っ
た
大
友

喜
助
市
長
は
「
社
会
状
況
に
応

じ
て
必
要
と
な
る
備
品
の
寄
付

は
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝

し
た
。

保
科
会
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

の
み
な
ら
ず
、
冬
な
ど
に
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
で
使
っ
て

も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
語

っ
た
。

第
２
波
へ
の
備
え
に
活
用
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モ
ン
ベ
ル

加
美
町
に
防
護
服
な
ど
寄
贈

蔵
王
町
の
蔵
王
高（
生
徒

人
）は
３
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
踏
ま
え
た
リ
モ
ー
ト
で

の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
た
。

生
徒
は
希
望
進
路
や
学
年
ご
と
に
４
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
ビ
デ
オ
会
議
ア
プ
リ
「
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
（
ズ
ー
ム
）
」
を
使
っ
て
各
担
当
者

か
ら
説
明
を
受
け
た
。

３
年
の
就
職
希
望
者
の
教
室
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
教
育
訓
練
所
（
仙
台
市
）
の
講
師
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
就
職
の
厳
し
さ

や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
採
用
活
動
な
ど
現
状
を
紹

介
し
た
。

会
社
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
う
の
み
に
せ
ず
、
先

輩
や
親
、
先
生
か
ら
話
を
聞
い
て
自
分
の
頭

で
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
長
所
を
生
か

せ
て
、
好
き
に
な
れ
そ
う
な
仕
事
を
見
つ
け

て
ほ
し
い
」
と
助
言
し
た
。

個
別
相
談
も
あ
り
、県
内
外
の
大
学
８
校
、

専
門
学
校

校
の
研
究
室
な
ど
か
ら
教
員
ら

が
参
加
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
生
徒
の
質

問
に
答
え
た
。
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
進
路
ガ
イ

ダ
ン
ス
は
県
内
で
初
め
て
と
い
う
。

リ
モ
ー
ト
で
進
路
相
談
蔵
王
高

リ
モ
ー
ト
で
講
師
が
生
徒
に
助
言
し
た
進
路

ガ
イ
ダ
ン
ス

厳しい就職状況の紹介も
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(１９) ２０２０年(令和２年)７月１１日(土曜日)(１９) ２０２０年(令和２年)７月１１日(土曜日)
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末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

小
牛
田
農
林
ナ
イ
ン
は
、
感
謝

の
思
い
を
全
力
プ
レ
ー
に
込
め

た
。
「
（
新
型
）
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
甲
子
園
と
い
う
夢
は
絶
た
れ

た
け
ど
、
多
く
の
人
た
ち
に
支
え

ら
れ
た
か
ら
野
球
が
で
き
た
。
そ

の
思
い
を
表
し
た
い
」
（
佐
藤
大

主
将
）
。
選
手
の
気
持
ち
は
一
つ

だ
っ
た
。

シ
ー
ド
校
仙
台
一
相
手
に
最
後

ま
で
ひ
る
む
こ
と
な
く
戦
っ
た
。

一
回
に
先
制
点
を
挙
げ
る
と
、
そ

の
後
は
主
戦
喜
世
が
要
所
を
締
め

て
投
手
戦
に
持
ち
込
む
。
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
十
回
、
最
後
は
守
備
が
乱

れ
て
勝
ち
越
し
を
許
し
た
が
、
喜

世
は
「
３
年
間
の
成
果
は
出
し
切

れ
た
」
と
胸
を
張
っ
た
。

チ
ー
ム
の
伝
統
は
年
３
回
の
校

内
合
宿
だ
。
長
い
時
は
５
泊
６
日

に
わ
た
り
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
厳

し
い
練
習
を
積
む
。
３
度
の
食
事

を
つ
く
る
の
は
選
手
の
母
親
た

ち
。
初
日
の
定
番
は
カ
レ
ー
。
楽

し
み
に
し
て
い
る
選
手
も
多
い
。

手
づ
く
り
の
合
宿
で
腕
を
磨
い
て

き
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
春
の
合
宿

が
行
わ
れ
ず
、
練
習
を
再
開
し
た

の
は
６
月
に
な
っ
て
か
ら
。
ボ
ー

ル
を
握
れ
な
い
時
間
が
長
か
っ
た

か
ら
こ
そ
、
野
球
が
で
き
る
尊
さ

も
、
周
囲
に
対
す
る
感
謝
の
念
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
日
の
ス
タ
ン
ド
は
３
年
生

の
父
兄
と
控
え
選
手
の
み
。
普
段

の
夏
に
比
べ
れ
ば
寂
し
い
風
景
だ

が
、
ナ
イ
ン
の
必
死
さ
は
変
わ
ら

な
い
。
感
謝
の
思
い
は
し
っ
か
り

届
い
た
は
ず
だ
。
（
今
愛
理
香
）

仙
台
一
｜
小
牛
田
農
林

５
回
表
に
同
点
と
さ
れ
、
マ
ウ
ン
ド

で
励
ま
し
合
う
先
発
喜
世
（
中
央
）
ら
小
牛
田
農
林
ナ
イ
ン

小
牛
田
農
林
感
謝
の
思
い
出
し
切
る

繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭 慢

万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万

仙

台

一０
０
０

０
１
０

０
０
０

１
０
０

０
０
０

０
０
０

小
牛
田
農
林

１

２

０

１

▽
２
回
戦
（
石
巻
市
民
）

（
延
長
十
回
、十
回
か
ら
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）

東
陵
コ
ー
ル
ド
勝
ち
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０

０

０

東

陵

５
０
０

２
０
０

×

７

▽
２
回
戦
（
平
成
の
森
し
お
か
ぜ
）

（
七
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

【
評
】
東
陵
が
七
回
コ
ー
ル
ド

勝
ち
。
一
回
は
大
沼
の
左
越
え
２

点
本
塁
打
な
ど
打
者
９
人
の
攻
撃

で
５
点
を
奪
い
、
四
回
は
無
安
打

で
２
点
を
加
え
た
。
仙
台
西
は
５

安
打
を
放
っ
た
も
の
の
、
最
後
ま

で
打
線
が
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

○
…
仙
台
西
の
鈴
土
、
雪
辱
果

た
せ
ず

仙
台
西
は
先
発
鈴
土
が

最
後
ま
で
リ
ズ
ム
に
乗
れ
な
か
っ

た
。
一
回
は
簡
単
に
２
死
を
奪
っ

た
が
、
宍
戸
に
右
中
間
を
抜
か
れ

て
三
進
を
許
す
と
、
続
く
４
番
の

大
沼
に
左
翼
席
ま
で
運
ば
れ
先
制

点
を
献
上
。
そ
の
後
も
二
つ
の
四

球
か
ら
傷
口
を
広
げ
て
こ
の
回
計

５
失
点
。
「
大
会
に
懸
け
る
思
い

が
強
く
、
背
負
う
も
の
も
大
き
か

っ
た
。
悔
し
い
」
。
責
任
感
の
強

さ
が
裏
目
に
出
て
し
ま
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

昨
夏
の
宮
城
大
会
、
秋
の
県
大

会
と
も
に
私
立
校
に
敗
れ
て
い

る
。
雪
辱
を
期
し
て
臨
ん
だ
試
合

で
の
コ
ー
ル
ド
負
け
に
「
ま
た
し

て
も
力
の
差
を
見
せ
付
け
ら
れ

た
。
試
合
を
見
に
来
て
く
れ
た
保

護
者
の
方
々
や
他
の
３
年
生
に
申

し
訳
な
い
」
と
肩
を
落
と
し
て
い

た
。東

陵
・
佐
藤
柳
投
手

５
回
を
２

安
打
無
失
点

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

意
識
し
て
投
げ
た
。
時
々
甘
い
球

を
捉
え
ら
れ
た
が
、
ゼ
ロ
に
抑
え

ら
れ
て
良
か
っ
た
。
優
勝
し
て
東

北
大
会
に
進
み
、
こ
の
チ
ー
ム
で

少
し
で
も
長
く
プ
レ
ー
し
た
い
」

泉
松
陵
が

快
勝
発
進

多
賀
城

０
０
０

２
０
０

０
０
０

２

泉
松
陵

１
１
２

０
１
２

０
０
×

７

▽
１
回
戦
（
仙
台
市
民
）

仙台西 打安点
黒 沢３００
高 部３００
菊 地３１０
小 林３１０
左鈴 土３２０
浅 原２００
大 橋３１０
菅 野３００
平 間１００

投 長谷部１００
又又又又又又又又

計 ５０

東 陵 打安点
姉 崎４１０

遊 森 ０００
村上颯３００

打 青 山１００
二 通 野０００
宍 戸３１０

中 阿部克０００
大 沼２１２
佐藤佳１００

打 尾形光１００
右 大 泉０００
梅 沢２０１

三 石 森０００
高橋由２１１

投 小野寺０００
投 佐々木諒０００
平 間１１３

一 松 本０００
左佐藤柳２００

又又又又又又又又
計 ５７

大沼（鈴土）
宍戸 平間 鈴

土
１時間 分

仙 ０１０００５
振球犠盗失併残
東２ １２００８

多賀城 打安点
斎 藤５２０
芳 賀４００
中及川瑞３１１
山 上５１１
茂 木２００
川 畑２００
中 塩３１０
岩 崎４００

捕 佐 藤０００
三 浦３００

投 庄 司１１０
又又又又又又又又

計 ６２

泉松陵 打安点
橘 ５３１
高橋樹４００
投高橋大４００
黒 崎４４３
小 島４１１
小 野２００

走遊千 葉０００
走遊高橋 １１０
三大 場４２１
細 谷２００

二 古 内２００
池 田０００

打 赤 間１００
投右佐々木２００

又又又又又又又又
計 ６

橘、黒崎２、及
川瑞 黒崎、小島
及川瑞
２時間 分

多５６２０３２
振球犠盗失併残
泉５３０１１１７

仙台一 打安点
山 口２１０
山本刀４２０
東 ４１０

走左小 池０００
三 好５１１
武 藤５１０
唯 野３１０
若 林２００

遊 佐藤颯１００
森 ３００
篠 村１００

打 安 藤１００
投 奥 山０００

又又又又又又又又
計 ７１

小牛田農林打安点
佐藤大４００
今野友４１０
喜 世４００
石 川４１０
菅 原３１０
日 下３００
樫 崎２００
山 形２００
大 友３００

又又又又又又又又
計 ３０

石川 今野友
樫崎（武藤）
２時間 分

仙５７４０２１
振球犠盗失併残

小８０３０１２４

石巻好文館打安点
千 葉４３０
後 藤３０１

打 佐々木１００
吉 田４１０
阿部泰３１０
須 田４１０
外 処３２０
鎌 田３１０
伊 藤１００

打 松 川１００
投 森 ０００
阿部悠３００

又又又又又又又又
計 ９１

宮城広瀬 打安点
丸 山４１０
穀 田３１０
菅原聡４００
鈴木将３１０
清 水２１１
伊藤寛２０１
原 田３００
福 田４１０
野 村２０１

又又又又又又又又
計 ５３

千葉、鈴木将
阿部泰
２時間１分

石２２０１１１４
振球犠盗失併残

広７７１８０４７

宮城工 打安点
今 井３１０
伊 藤３００

投黒 田２００
飛 田３１０
高 杉２１０

一田 野２００
佐藤智２１０
矢 野２００
本 田０００

打 渡 辺１１０
又又又又又又又又

計 ５０

富 谷 打安点
中早坂哲４２５
斉 藤３２１

打 山 崎１１１
走 山 中０００
投 手 塚０００
樋 渡３００
北 條３１１

三伊 東３２２
藤 田３２３

一中 山２００
早坂空２２０
桜 田０００

又又又又又又又又
計

藤田（田野）
北條、早坂哲

早坂哲、山崎 飛
田 黒田
１時間 分

宮６２００３０７
振球犠盗失併残

富２４３１００６

柴田農林 打安点
今 内４００
佐々木４２０

中遊
高 橋４２２
三 品４００

投中
井 上４１１

投赤 間４１０
加 藤４１１
及 川４１０
早 坂２０１

又又又又又又又又
計 ８５

村 田 打安点
佐藤琉２０１

投斎 藤６００
小 室５４３

三三 浦４２１
投左
丹 野３１２

二仙 石５１１
左投中
新 田４１０
荻 山１００

打一佐藤大３００
佐久間４１０

又又又又又又又又
計 ８

小室、丹野 三
浦２、加藤 三品
井上、丹野、斎

藤
３時間４分

柴８５１１７１８
振球犠盗失併残

村７ １５２２

気仙沼向洋打安点
佐藤心４２０
石 川１００

左 佐々木２１１
吉田凱４３２
中千 田５２２
伊東翔３００

打一佐藤咲２００
坪 田４１０
阿部琉２１０

中 小 山２１０
打右畠 山１００
右 小野寺０００
伊 藤５３３
吉田壮３００

又又又又又又又又
計 ８

泉 打安点
投三
松 田４２０
照 井４００
遊堀 井３００
熊谷航４００
投熊谷優４１２
作 田４３１
高橋和４１０
高橋滉３００

打 蜂 谷１００
庄 司３００

又又又又又又又又
計 ７３

千田 佐々木
堀井３
２時間 分

気４５２９００９
振球犠盗失併残
泉９１００１１５

古 川 打安点
二佐 藤３１０
阿 部３００
斎 藤４２０

走 熊 谷０００
左 小 堤０００
捕高橋涼３００
平 塚４００
真 田３１０
投高橋秀３００
三 沢３００

打 井 上１００
一 斎 ０００
今 野４００

又又又又又又又又
計 ４０

仙台向山 打安点
金 野３００
東海林４１０
木村郁５２１
加 藤２１１
高橋千３１０

走左中
高 木１００
千 葉３００
堀 井４００
高 柳３００

打 木村太１００
左 大 村０００
武 田４１０

又又又又又又又又
計 ６２

木村郁 木村郁
２時間 分

古８２３２１０７
振球犠盗失併残
仙９５２１１１

⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
応
援
ス
タ
イ

ル
も
新
様
式
を
迫
ら
れ
た
。
平
成
の
森
し
お
か
ぜ
球

場
（
南
三
陸
町
）
の
第
２
試
合
は
気
仙
沼
市
が
地
元

の
東
陵
が
登
場
。
普
段
な
ら
ス
タ
ン
ド
が
埋
ま
る
は

ず
だ
が
、
観
戦
は
３
年
生
部
員
の
保
護
者
の
み
に
限

ら
れ
る
。
約

人
が
検
温
を
経
て
入
場
し
、
距
離
を

空
け
て
座
っ
た
。

口
元
は
学
校
名
を
入
れ
た
マ
ス
ク
で
統
一
し
た

が
、
鳴
り
物
や
声
を
出
し
て
の
応
援
は
ご
法
度
。
そ

れ
で
も
父
母
会
の
平
間
正
博
会
長

は
「
手
の
ひ

ら
が
痛
く
な
る
ほ
ど
拍
手
を
続
け
た
。
選
手
に
気
持

ち
は
伝
わ
っ
た
は
ず
」
と
話
し
た
。

こ
の
日
は
４
球
場
と
も
湿
度
が
高
く
、
思
わ
ず
マ

ス
ク
を
外
す
父
母
も
。
球
場
外
か
ら
観
戦
し
よ
う
と

す
る
人
も
絶
え
ず
、
県
高
野
連
関
係
者
は
「
大
人
の

身
勝
手
な
行
動
が
続
け
ば
、
選
手
が
試
合
を
続
け
ら

れ
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
慎
ん
で
ほ
し
い
」
と

厳
し
い
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

スタンドからマスク姿で応援する宮城広瀬の保護者
‖石巻市民

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
∪
∪
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∪
∪
∪
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観戦保護者のみ
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∪
∪
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鳴り物・声ご法度

スタンド様変わり

宮
城
広
瀬
が
好
機
生
か
す

気
仙
沼
向
洋
終
盤
勝
ち
越
し

気
仙
沼
向
洋１
０
１

０
１
０

０
５
１

９

３
０
０

０
０
０

０
０
０

３

泉
▽
２
回
戦
（
平
成
の
森
し
お
か
ぜ
）

【
評
】
気
仙
沼
向
洋
が
終
盤
に

畳
み
掛
け
た
。
３
｜
３
の
八
回
無

死
三
塁
、
千
田
の
右
前
打
で
勝
ち

越
す
と
、
伊
藤
の
２
点
打
な
ど
で

突
き
放
し
た
。
吉
田
凱
は
７
安
打

完
投
。
泉
は
一
回
に
熊
谷
優
の
２

点
打
な
ど
で
３
点
を
奪
っ
た
が
、

そ
の
後
は
打
線
が
沈
黙
し
た
。

○
…
主
戦
吉
田
凱
、
投
打
に
活

躍

気
仙
沼
向
洋
は
主
戦
吉
田
凱

が
粘
り
の
投
球
を
見
せ
た
。
７
安

打
を
許
し
な
が
ら
二
回
以
降
を
無

失
点
で
し
の
ぎ
「
我
慢
我
慢
の
試

合
だ
っ
た
が
、
諦
め
ず
に
や
れ
た

の
が
逆
転
に
つ
な
が
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

一
回
は
守
備
の
乱
れ
も
あ
っ
て

３
失
点
。
抜
け
球
が
多
く
「
腕
を

振
り
切
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
が
、

二
回
以
降
は
本
来
の
投
球
を
取
り

戻
し
た
。
七
回
ま
で
二
進
を
許
さ

ず
、
八
回
の
勝
ち
越
し
劇
に
つ
な

げ
た
。

昨
年
秋
の
県
大
会
前
の
練
習
試

合
で
左
脚
を
負
傷
。
公
式
戦
は
約

１
年
ぶ
り
だ
っ
た
。
こ
の
日
は
打

っ
て
も
三
回
に
適
時
打
を
放
つ
な

ど
、
３
安
打
２
打
点
と
気
を
吐
い

た
。
「
け
が
と
コ
ロ
ナ
で
試
合
が

で
き
な
い
日
々
が
続
い
て
い
た
。

今
大
会
は
投
打
で
チ
ー
ム
を
引
っ

張
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
良
か

っ
た
」
と
胸
を
張
っ
た
。

泉
・
堀
井
主
将
（
八
回
途
中
で

降
板
）
「
淡
々
と
投
げ
る
意
識
だ

っ
た
が
、
自
分
で
リ
ズ
ム
を
壊
し

て
し
ま
っ
た
。
最
後
に
仲
間
と
勝

ち
た
か
っ
た
。
自
分
一
人
で
は
や

っ
て
こ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
チ
ー

ム
に
感
謝
し
て
い
る
」

【
評
】
富
谷
が
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。

一
回
、
北
條
、
伊
東
の
連
続
適
時

打
で
２
点
を
先
取
す
る
と
、
四
回

は
藤
田
の
３
点
本
塁
打
な
ど
で
一

挙

点
を
加
え
た
。
先
発
早
坂
哲

は
４
回
無
失
点
の
好
投
。
宮
城
工

は
四
回
、
飛
田
、
高
杉
の
連
打
で

つ
く
っ
た
同
点
機
を
生
か
せ
な
か

っ
た
。

○
…
エ
ー
ス
早
坂
哲
、
２
安
打

５
打
点

富
谷
の
主
戦
早
坂
哲
が

投
打
で
奮
闘
し
た
。
投
手
で
４
回

無
失
点
、
１
番
打
者
で
２
安
打
５

打
点
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
駆
け
回

り
「
投
げ
る
、
打
つ
、
走
る
と
い

う
自
分
の
役
割
は
で
き
た
」
と
納

得
顔
だ
。

休
校
中
は
各
自
が
学
校
か
ら
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
器
具
を
持

ち
帰
っ
て
黙
々
と
自
主
練
習
し

た
。
６
月
の
部
活
動
再
開
か
ら
大

会
本
番
ま
で
時
間
は
限
ら
れ
た

が
、
樋
渡
主
将
ら
３
年
生
４
人
が

中
心
と
な
り
、
互
い
の
課
題
を
指

摘
し
合
い
、
チ
ー
ム
を
仕
上
げ
て

き
た
。

四
回
に
左
越
え
の
３
点
本
塁
打

を
放
っ
た
１
年
生
捕
手
、
藤
田
ら

下
級
生
の
活
躍
も
刺
激
に
な
る
。

早
坂
哲
は
「
大
会
前
は
緊
張
し
て

し
ま
っ
た
が
、
試
合
が
始
ま
れ
ば

や
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
一
つ

で
も
多
く
勝
ち
た
い
」
と
表
情
を

引
き
締
め
た
。

柴
田
農
林

０
２
１

０
０
０

２
０
０

５

村

田

２
０
４

２
１
２

０
０
×

▽
２
回
戦
（
仙
台
市
民
）

【
評
】
村
田
が
打
ち
勝
っ
た
。

１
点
を
追
う
三
回
、
丹
野
の
適
時

三
塁
打
や
仙
石
の
適
時
打
な
ど
５

安
打
を
集
め
て
一
挙
４
点
を
奪
い

試
合
を
ひ
っ
く
り
返
す
と
、
中
盤

も
攻
め
手
を
緩
め
な
か
っ
た
。
柴

田
農
林
は
七
回
に
高
橋
の
２
点
打

で
反
撃
し
た
が
、
後
続
を
断
た
れ

た
。〇

…
芳
賀
監
督
、
５
年
目
で
夏

初
勝
利

村
田
を
率
い
る
の
は
２

０
０
１
年
春
の
選
抜
大
会
で
投
手

と
し
て
仙
台
育
英
の
準
優
勝
に
貢

献
し
た
芳
賀
監
督
。
就
任
５
年
目

で
う
れ
し
い
夏
の
大
会
初
勝
利
を

挙
げ
た
。
「
感
無
量
で
す
」
と
笑

顔
を
見
せ
た
。

勝
利
の
立
役
者
は
主
将
の
小
室

だ
。
１
点
を
追
う
三
回
は
先
頭
打

者
で
左
中
間
を
抜
き
、
三
塁
打
に

し
て
逆
転
劇
を
お
膳
立
て
。
六
回

は
２
死
満
塁
で
中
前
に
落
と
し
て

貴
重
な
追
加
点
を
挙
げ
る
。
「
良

い
と
こ
ろ
に
落
ち
て
く
れ
た
」
と

喜
ん
だ
。

「
芳
賀
監
督
に
１
勝
を
」
と
い

う
の
が
昨
秋
か
ら
の
チ
ー
ム
の
合

言
葉
だ
っ
た
。
芳
賀
監
督
は
「
こ

こ
か
ら
は
選
手
た
ち
に
と
っ
て
未

知
の
世
界
。
も
う
一
度
引
き
締
め

て
次
に
臨
み
た
い
」
と
語
っ
た
。

柴
田
農
林
・
高
橋
主
将
（
チ
ー

ム
を
引
っ
張
る
）
「
試
合
前
、
み

ん
な
で
楽
し
く
笑
顔
で
や
ろ
う
と

声
を
掛
け
た
。
負
け
た
こ
と
は
悔

し
い
が
、
九
回
ま
で
試
合
が
で
き

て
う
れ
し
い
」

３
回
一
挙
４
点

村
田
打
ち
勝
つ

富
谷
圧
倒
13
得
点

宮
城
工

０
０
０

０
０

０

富

谷

２
０
０

×

▽
１
回
戦
（
鹿
島
台
中
央
）

（
五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

仙
台
向
山
が
初
戦
突
破

古

川

０
０
０

１
０
０

０
０
０

仙
台
向
山

０
０
０

０
１
０

０
０
００

１２

▽
２
回
戦
（
鹿
島
台
中
央
）

（
延
長
十
回
、十
回
か
ら
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）

【
評
】
仙
台
向
山
が
延
長
戦
を

制
し
た
。
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
十
回
２

死
満
塁
、
加
藤
が
中
越
え
に
サ
ヨ

ナ
ラ
打
を
放
っ
て
勝
負
を
決
め

た
。
先
発
木
村
郁
は

回
４
安
打

１
失
点
で
完
投
。
古
川
は
高
橋
涼
、

高
橋
秀
の
継
投
が
報
わ
れ
な
か
っ

た
。

○
…
古
川
、
最
後
に
力
尽
き
る

古
川
は
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
十
回

に
力
尽
き
た
。
２
死
満
塁
の
３
ボ

ー
ル
１
ス
ト
ラ
イ
ク
か
ら
サ
ヨ
ナ

ラ
打
を
許
し
、
捕
手
の
高
橋
涼
主

将
は
「
変
化
球
で
四
球
に
な
っ
た

ら
後
悔
す
る
。
真
っ
す
ぐ
で
勝
負

す
る
だ
け
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ

た
。１

学
年
上
の
先
輩
た
ち
は
春
の

選
抜
大
会
出
場
ま
で
あ
と
一
歩
に

迫
っ
て
い
た
。
下
級
生
の
時
か
ら

試
合
に
出
て
い
た
高
橋
涼
は
「
こ

の
代
を
引
っ
張
っ
て
い
く
」
と
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
き
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
夏
の
選
手
権
に
挑
む
機

会
す
ら
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。

進
学
校
で
も
あ
る
。
５
月
ま
で

の
休
校
中
、
３
年
生
は
引
退
す
る

か
野
球
を
続
け
る
か
ど
う
か
で
意

見
が
分
か
れ
た
。
茂
泉
監
督
は
口

を
挟
ま
ず
、
選
手
だ
け
で
話
し
合

い
を
重
ね
た
結
果
、

人
全
員
が

こ
の
日
ま
で
残
っ
た
。
「
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
や
り
切
れ
た
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
」
と
主
将
は
胸
を
張

っ
た
。

仙
台
向
山
・
加
藤
主
将
（
タ
イ

ブ
レ
ー
ク
十
回
に
サ
ヨ
ナ
ラ
打
を

放
つ
）
「
正
直
、
四
球
が
良
か
っ

た
。
前
の
打
者
ま
で
で
決
め
て
く

れ
る
と
思
っ
た
の
で
心
の
準
備
も

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
練
習
で
も

な
か
な
か
打
て
な
い
打
球
だ
っ

た
」

【
評
】
仙
台
一
が
延
長
戦
を
制

し
た
。
五
回
に
４
連
打
で
追
い
付

く
と
、
無
死
一
、
二
塁
で
始
ま
る

タ
イ
ブ
レ
ー
ク
十
回
は
相
手
の
ミ

ス
に
乗
じ
勝
ち
越
し
。
主
戦
奥
山

が
リ
ー
ド
を
守
り
切
っ
た
。
小
牛

田
農
林
は
主
戦
喜
世
が
要
所
で
踏

ん
張
り
続
け
た
が
、
あ
と
一
歩
及

ば
な
か
っ
た
。

仙
台
一
・
奥
山
投
手
（
七
回
か

ら
継
投
で
１
安
打
無
失
点
）
「
コ

ロ
ナ
で
練
習
自
粛
中
、
動
画
を
見

な
が
ら
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
勉
強
し

た
。
ピ
ン
チ
の
場
面
で
も
エ
ー
ス

ら
し
い
気
合
で
投
げ
抜
き
、
ま
ず

１
勝
で
き
て
良
か
っ
た
」

石
巻
好
文
館１
０
０

０
０
０

０
０
０

１

０
２
１

０
１
０

０
０
×

４

宮

城

広

瀬

▽
１
回
戦
（
石
巻
市
民
）

【
評
】
宮
城
広
瀬
が
少
な
い
好

機
を
生
か
し
た
。
１
点
を
追
う
二

回
１
死
満
塁
か
ら
敵
失
と
野
村
の

中
犠
飛
で
逆
転
す
る
と
、
三
回
は

併
殺
崩
れ
の
間
に
加
点
。
五
回
は

清
水
の
適
時
打
で
突
き
放
し
た
。

清
水
は
投
げ
て
も
１
失
点
完
投
。

石
巻
好
文
館
は
９
安
打
を
放
ち
な

が
ら
も
４
併
殺
が
痛
か
っ
た
。

〇
…
石
巻
好
文
館
、
４
併
殺
重

く

石
巻
好
文
館
は
攻
め
あ
ぐ
ね

て
初
戦
突
破
は
な
ら
な
か
っ
た
。

一
回
、
先
頭
千
葉
の
三
塁
打
を
足

掛
か
り
に
先
制
点
を
奪
っ
た
が
、

そ
の
後
は
併
殺
を
重
ね
て
好
機
を

逃
し
続
け
る
。
九
回
も
１
死
か
ら

２
連
打
で
反
撃
を
試
み
た
も
の

の
、
最
後
は
こ
の
日
４
度
目
の
併

殺
打
で
試
合
が
終
わ
っ
た
。

３
年
生
は
４
人
だ
け
。
目
標
と

し
て
き
た
夏
の
全
国
選
手
権
が
中

止
と
な
り
、
１
年
秋
か
ら
先
発
メ

ン
バ
ー
だ
っ
た
千
葉
は
「
立
ち
直

る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
」
と
振

り
返
る
。

つ
ら
か
っ
た
思
い
を
力
に
変

え
、
高
校
最
後
の

台
は
４
人
全

員
が
安
打
を
放
っ
た
。
「
報
わ
れ

た
か
な
」
と
涙
を
こ
ぼ
し
た
千
葉
。

「
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
こ
ん
な
形
に

な
っ
た
け
ど
、
試
合
は
負
け
ち
ゃ

っ
た
け
ど
、
悔
い
は
あ
り
ま
せ

ん
」
。
最
後
は
顔
を
上
げ
た
。

宮
城
広
瀬
・
穀
田
（
チ
ー
ム
最

多
の
３
盗
塁
）
「
足
は
県
で
一
番

の
自
信
が
あ
る
。
チ
ー
ム
と
し
て

も
８
盗
塁
。
自
分
た
ち
の
や
り
た

か
っ
た
形
で
勝
て
た
。
本
来
は
打

撃
の
い
い
チ
ー
ム
な
の
で
、
次
戦

は
も
っ
と
打
ち
た
い
」

【
評
】
泉
松
陵
が
快
勝
し
た
。

一
回
２
死
三
塁
、
黒
崎
の
適
時
二

塁
打
で
先
制
。
二
、
三
回
は
敵
失

に
乗
じ
て
加
点
す
る
と
、
中
盤
以

降
も
畳
み
掛
け
た
。
多
賀
城
は
四

回
、
山
上
の
適
時
打
な
ど
で
２
点

を
返
し
た
が
、
そ
の
後
は
反
撃
で

き
な
か
っ
た
。

○
…
多
賀
城
、
失
策
響
き
７
失

点

多
賀
城
は
守
備
の
乱
れ
が
響

い
て
７
失
点
。
二
回
は
先
頭
打
者

を
内
野
失
策
で
出
塁
を
許
し
、
三

回
も
１
点
を
奪
わ
れ
た
後
の
２
死

か
ら
失
策
で
傷
口
を
広
げ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
５
月
い
っ
ぱ
い
練
習
が
で

き
な
か
っ
た
。
渡
辺
監
督
は
「
本

来
な
ら
練
習
で
き
ち
ん
と
詰
め
る

と
こ
ろ
を
詰
め
切
れ
な
か
っ
た
」

と
残
念
が
る
。
７
月
に
予
定
し
た

練
習
試
合
も
雨
で
全
て
中
止
。
今

年
に
な
っ
て
実
戦
経
験
を
ほ
と
ん

ど
積
め
な
い
ま
ま
大
会
に
入
っ
て

い
た
。

芳
賀
主
将
は
「
試
合
前
は
楽
し

ん
で
い
こ
う
と
思
っ
た
が
、
緊
張

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の

チ
ー
ム
で
戦
え
て
良
か
っ
た
」
。

最
後
は
笑
顔
だ
っ
た
。

泉
松
陵
・
黒
崎
（
４
打
数
４
安

打
３
打
点
で
４
番
の
仕
事
を
果
た

す
）
「
４
打
席
連
続
安
打
は
初
め

て
。
秋
か
ら
正
確
な
打
撃
を
心
掛

け
て
練
習
し
て
き
た
。
緊
張
し
た

が
、
試
合
前
の
練
習
が
終
わ
っ
て

か
ら
『
楽
し
も
う
』
と
開
き
直
っ

た
」
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新型コロナウイルスの感

染拡大で中止された全国高

校野球選手権宮城大会に代

わる独自大会（東北地区高

校野球宮城大会 が 日 県

内４球場で開幕した １ ２

回戦８試合があり、富谷な

ど３校が２回戦へ、仙台一

など５校が３回戦へ駒を進

めた。（ 面に関連記事）

気仙沼向洋は打線が爆発

して泉に９―３で勝った。

宮城広瀬は序盤に逆転して

石巻好文館を４―１で破っ

た。延長戦も相次ぎ、仙台

一は十回タイブレークで小

牛田農林を退けた。仙台向

山もタイブレークの末に古

川を下した。

日は４球場で２回戦８

試合、 日は２球場で３試

合がある。
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富

谷

｜
０

宮

城

工

泉

松

陵

７
｜
２

多

賀

城

宮

城

広

瀬

４
｜
１

石
巻
好
文
館

仙

台

一

２
｜
１

小
牛
田
農
林

村

田

｜
５

柴

田

農

林

仙

台

向

山

２
｜
１

古

川

東

陵

７
｜
０

仙

台

西

気
仙
沼
向
洋

９
｜
３

泉

▽
１
回
戦

▽
２
回
戦

上
が
１
塁
側

（

）

宮

城

農
｜
東
北
学
院

時

（

）

石

巻

工
｜
白

石

工

時

（

）

東

北
｜
東
北
生
活

文
化
大
高

時

（

）

白

石
｜
登

米

時

（

）

古
川
学
園
｜
東
北
学
院

榴
ケ
岡

時

▽
２
回
戦
（
仙
台
市
民
）

▽
同
（
石
巻
市
民
）

▽
同
（
鹿
島
台
中
央
野
球
場
）

（

）

一
迫
商
・

岩
ケ
崎
・

岩
出
山

｜
仙

台

南

時

（

）

涌

谷
｜
佐

沼

時

（

）

古
川
黎
明
｜
築

館

時

▽
同
（
平
成
の
森
し
お
か
ぜ
）

上
が
１
塁
側

（

）

仙

台

東
｜
名

取

時

（

）

亘

理
｜
黒

川

時

（

）

大
崎
中
央
｜
松

島

時

▽
２
回
戦
（
仙
台
市
民
）

▽
同
（
石
巻
市
民
）
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晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦
晦

≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪ ≫
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
∝ ≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪

【かほくワークシートの模範解答】

香
ほん

港
こん

は長
なが

い間
あいだ

イギリスの植
しょく

民
みん

地
ち

で、

1997年
ねん

に中
ちゅう

国
ごく

に返
へん

還
かん

されました その

際
さい

以
い

後
ご

年間
かん

の自
じ

治
ち

が認
みと

められまし

たが、中国は今
こん

回
かい

、反
はん

政
せい

府
ふ

活
かつ

動
どう

などを

禁
きん

じる 香港国
こっ

家
か

安
あん

全
ぜん

維
い

持
じ

法
ほう

を制
せい

定
てい

し

ました。

①楊
ヤン

逸
イー

さんは 香港の自
じ

由
ゆう

は 希
き

望
ぼう

で

す と言
い

っていますが 中国の作
さっ

家
か

たち

が願
ねが

ってきたのはどんなことですか。

（香港の自由がいずれ中国本
ほん

土
ど

にも広
ひろ

がること）

②香港国家安全維持法の成
せい

立
りつ

により、

どんなことが懸
け

念
ねん

されるでしょうか。

（中国共
きょう

産
さん

党
とう

や政府に批
ひ

判
はん

的
てき

な活動が

犯
はん

罪
ざい

として取
と

り締
し

まりを受
う

けること）

日
の答

え
だ
よ
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⊃

日

仙
台

▽
泉
中
央
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク

小
児
科

‖
泉
区
泉
中
央
０
２

２

７
７
１

５
５
１
０
▽
の
ろ
こ
ど

も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
宮
城

野
区
新
田
東
（
７
８
８
）
３
８
３
０

▽
東
仙
台
さ
と
う
整
形
外
科
（
整
形

外
科
）
‖
宮
城
野
区
燕
沢
（
７
８
１
）

７
０
２
２
▽
広
南
休
日
内
科
小
児
科

診
療
所

内
科
・
小
児
科

‖
太
白
区

長
町

２
４
８

５
８
５
８
▽
泉
地
区

休
日
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）
‖

泉
区
泉
中
央
（
３
７
３
）
９
１
９
７

▽
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科
・
外
科
・

整
形
外
科
・
婦
人
科
・
眼
科
・
耳
鼻

咽
喉
科
）
‖
若
林
区
舟
丁
（
２
６
６
）

６
５
６
１
▽
北
部
急
患
診
療
所
（
内

科
・
小
児
科
・
外
科

‖
青
葉
区
堤
町

（
３
０
１
）
６
６
１
１
▽
夜
間
休
日

こ
ど
も
急
病
診
療
所
（
小
児
科
）
‖

太
白
区
あ
す
と
長
町
（
２
４
７
）
７

０
３
５
▽
歯
科
休
日
救
急
診
療
所
‖

青
葉
区
五
橋
（
２
６
１
）
７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
柿
崎
小
児
科

（
内
科
）
‖
白
石
市
沢
端
０
２
２
４

（
２
５
）
２
２
１
０
▽
公
立
刈
田
総

合
病
院
（
外
科
）
‖
白
石
市
福
岡
蔵

本
（
２
５
）
２
１
４
５

角
田
・
丸
森

▽
同
済
病
院
（
内

科
・
外
科
）
‖
角
田
市
佐
倉
０
２
２

４
（
６
３
）
０
３
６
０
▽
せ
き
ね
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
角
田
市
角
田
（
６

３
）
３
５
３
１

柴
田

▽
甘
糟
医
院
（
内
科
）
‖

大
河
原
町
大
谷
０
２
２
４
（
５
３
）

１
４
６
０
▽
さ
く
ら
の
杜
診
療
所

（
外
科
）
‖
大
河
原
町
金
ヶ
瀬
（
５

１
）
４
６
２
５
▽
飯
淵
歯
科
医
院
‖

柴
田
町
槻
木
下
町

５
６

１
０
２
６

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１

岩
沼

▽
中
川
医
院
‖
桜
０
２
２

３
（
２
２
）
２
０
１
６
▽
大
友
歯
科

医
院
‖
中
央
（
２
４
）
３
１
５
１

亘
理
・
山
元

▽
浅
生
原
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
山
元
町
浅
生
原
０
２
２
３

（
２
３
）
０
３
４
５

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
錦
町
０
２
２
（
３
６

６
）
０
６
３
０
▽
き
く
ち
デ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
塩
釜
市
庚
塚
（
３
６

１
）
３
３
６
８

黒
川

▽
新
富
谷
Ｓ
・
Ｓ
レ
デ
ィ

ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
産
婦
人
科
）
‖

富
谷
市
成
田
０
２
２
（
３
４
８
）
３

５
３
４

大
崎

【
昼
】
▽
み
や
ざ
き
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
古
川
駅
東

０
２
２
９
（
２
５
）
９
３
３
０
▽
早

坂
整
形
外
科
（
外
科
）
‖
古
川
北
稲

葉
（
２
１
）
９
１
０
０
▽
佐
久
間
内

科
医
院
（
内
科
）
‖
鹿
島
台
平
渡
（
５

６
）
３
７
０
０
▽
大
崎
口
腔
保
健
セ

ン
タ
ー
診
療
室
（
歯
科
）
‖
古
川
南

町
（
２
４
）
５
１
０
１
【
夜
】
▽
大

崎
市
民
病
院
（
内
科
・
外
科
）
‖
古

川
穂
波
（
２
３
）
３
３
１
１

加
美
・
玉
造

▽
鈴
木
診
療
所
‖

加
美
町
宮
崎
０
２
２
９
（
６
８
）
２

１
２
１

遠
田

▽
熱
海
医
院
‖
美
里
町
素

山
町
０
２
２
９
（
３
３
）
２
０
２
０

栗
原

▽
く
ろ
さ
わ
整
形
外
科
‖

一
迫
真
坂
０
２
２
８
（
５
２
）
２
６

２
７
▽
く
り
こ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
栗

駒
岩
ケ
崎
（
４
５
）
２
１
２
８

登
米

▽
米
川
診
療
所
‖
東
和
町

米
川
０
２
２
０
（
４
５
）
２
３
０
１

▽
高
橋
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
迫
町
佐

沼
（
２
２
）
７
４
１
１

石
巻

▽
古
山
内
科
循
環
器
科

（
内
科
）
‖
元
倉
０
２
２
５
（
２
３
）

０
２
２
１
▽
石
巻
市
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー
（
小
児
科
）
‖
蛇
田
（
９
４
）

５
１
１
１
▽
産
婦
人
科
は
石
巻
市
役

所
（
９
５
）
１
１
１
１
ま
で
問
い
合

わ
せ
る
▽
紫
桃
内
科
医
院
‖
鹿
又

（
７
５
）
２
３
２
５
▽
内
海
歯
科
‖

水
明
北
（
９
３
）
３
１
５
６
▽
石
巻

歯
科
医
師
会
休
日
診
療
所
‖
中
里

（
９
４
）
８
２
２
３

東
松
島

▽
や
も
と
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
矢
本
０
２
２
５
（
９
８
）
３

２
６
０

気
仙
沼

▽
こ
ま
つ
内
科
医
院
‖

田
谷
０
２
２
６
（
２
９
）
６
４
８
２

▽
猪
苗
代
歯
科
医
院
‖
松
川
前
（
２

２
）
７
１
８
４

乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳

匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

募

集

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

◇
第

回
全
国
高
校
生
歴
史
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
研
究
リ
ポ
ー
ト

地
域
の

歴
史
や
地
理
、
史
跡
、
文
化
財
、
文

学
、
人
物
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ソ

コ
ン
で
Ａ
４
用
紙
（
横
書
き

字

行
）
５
枚
以
内
に
ま
と
め
る
。
添
付

資
料
は
Ａ
４
用
紙

枚
以
内
。
高
校

を
通
じ
て
応
募
す
る
。
応
募
用
紙
は

全
国
高
校
生
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。
応
募
期
間
は
９
月

２
日
ま
で
。

月
９
日
に
優
秀
賞
、

佳
作
を
奈
良
大
な
ど
の
Ｈ
Ｐ
で
発

表
。
優
秀
賞
受
賞
者
は

月
４
日
、

奈
良
県
に
招
か
れ
て
発
表
す
る
。
連

絡
先
は
、
奈
良
大
広
報
室
の
実
行
委

員
会
０
７
４
２（
４
１
）９
５
８
８
。

●

日

▽
塩
釜
市
・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
塩
釜

（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１

時
〜
４
時

分
）
▽
大
崎
市
・
イ
オ

ン
タ
ウ
ン
古
川
（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登

録
も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽

富
谷
市
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
富
谷
（
骨

髄
バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、
午

前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜

４
時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）

●

日

▽
献
血
バ
ス
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
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